


















































































































































































































円の ITX株，国内ルートのGCNVが ITX株の EB債50億円をそれぞれ取得していた。こ
表１　ITX への投資状況
2000年３月期 2001年３月期 2002年３月期 2003年３月期 2004年３月期 2005年３月期
累計純投資額（全体） 150億円 192億円 242億円 335億円 新規取得なし 575億円
持株数（全体） 13,985株（分割前）
16,185株
（分割前） 41,370株 141,570株 338,760株
発行済株数（注１） 205,120株 205,120株 490,240株 490,240株 490,240株
持株比率 6.8% 7.9% 8.4% 28.9% 69.1%
新規取得株価 1,072,500円 1,900,000円 555,500円 92,800円～111,100円
117,000円～
187,000円
平均取得株価 1,072,500円 1,186,200円 584,900円 236,600円 169,700円
累計損失計上額
（ファンド除く） 13億円 58億円 58億円
累計損失計上額
（ファンドのみ，注２） 26億円 26億円
ITXの連結売上高 2,618億円 3,505億円 3,313億円 4,119億円 3,496億円
















2006年３月期 2007年３月期 2008年３月期 2009年３月期 2010年３月期 2011年３月期









3,468億円 3,303億円 3,231億円 2,517億円 2,371億円 2,096億円




















































































NEO及び ITV GCNV（2006年３月） オリンパス（2008年３月）
購入株価 購入金額 購入株価 購入金額 購入株価 購入金額
a社 50,000円 147百万円 5,790,000円 4,400百万円 10,500,000円～11,000,000円 23,715百万円
b社 50,000円 60百万円 14,375,000円 4,600百万円 19,500,000円～20,500,000円 17,830百万円





























2006年 2007年 2008年 2009年 2010年
オリンパスの評価
a社 705	 3,169	 8,812	 16,109	 24,448	 34.7	 22,000
b 社 546	 2,296	 10,596	 22,810	 32,010	 58.6	 23,000
c 社 48	 11,719	 47,770	 62,163	 78,238	 1630.0	 16,000
ε公認会計士事務所の評価
a社 705	 3,169	 8,812	 16,109	 24,448	 34.7	 20,400～37,000
b 社 1,091	 5,741	 26,491	 57,024	 80,024	 73.3	 16,700～30,600






















事務所2008年 2009年 2010年 2011年 2012年
a 社 631	 4,405	 7,824	 13,796	 19,375	 30.7	 26,100～32,100 33,547～46,962
b 社 2,109	 9,614	 17,897	 21,822	 26,937	 12.8	 46,100～50,300 29,767～39,281












































































































隠蔽されていた損失が処理された。䜸 䝸 䞁 䝟 䝇 ᩘᏐ䛾༢఩൨෇





































































































































































































































































































































4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
上は，その原因を解明するような追加の監査手続を行うべきであった


























































































































































































4 4 4 4 4 4 4 4
提供を受けられないような場合は，被監査会社の対応を疑い，監査意見の表明を差し控え
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
るという手段もとりうる
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意見形成
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て監査契約を締結すべき
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状況になる


























































































































































2009年６月期 1400社 695人 4115人 1043億円 873億円
2010年６月期 1382社 672人 4155人 984億円 829億円
2011年６月期 1376社 654人 3835人 959億円 791億円
2012年６月期 1348社 639人 3849人 929億円 771億円























































































































































































































































































区分 構成比 区分 構成比
資産 100.0% 負債 68.4%
　　流動資産 52.5% 　　流動負債 37.6%
　　　うち現金及び預金 19.8% 　　固定負債 30.8%
　　固定資産 47.5% 純資産 31.6%




























































































directors,	 the	 dysfunction	 of	 the	 audit	 firms,	 the	 control	 of	 the	 headquarters	 by	 the	
conspirators,	 and	 the	 dysfunction	 of	 the	 external	 experts.	Additionally	 it	 showed	 the	
risk	 of	 dysfunction	 of	 corporate	 governance	 as	 well	 as	 that	 of	 twisted	 incentive	 as	
typical	 mechanism	 to	 induce	 organizational	 misconducts,	 and	 argued	 that	 good	
corporate	governance	is	a	prerequisite	for	internal	control	to	function	properly.
